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【コ メ ン ト】
「江戸時代 の政治 ・イデオ ロギー制度 に














もともと習合的な性格 を持つ 日本の宗教について、神道だけを研究対象として政治 と宗教の
問題をあきらかにすることができるかとい う疑問です。
よくいわれるジョークに、 日本人は70パ ーセン トが仏教徒、60パ ーセン トが神道信者など
と言います。先生にコメン トするため私も神道関係の文献や論文を読んでみた結果、私が純粋
の仏教徒ではなく、純粋の神道信者でもないとい うことがわかりました。僧侶である私も、あ



















久能山に運ばれ、19日 には神龍院梵舜のもと吉田神道によって埋葬 されま した。 これによっ
て秀吉と同格の神になったことになります。そして翌年その神柩は 日光へと移遷され、天海に
よって山王一実神道によって祀 られるわけです。元和3年4月4日 、 日光座禅院に入った神霊
は、8日 奥院に移 され、天海によって五眼具足の印 と真言が伝授 され、 されに11日 後には塔













年紹介 された 『草袂』は名古屋藩士の しるした随筆です。 このなかに16項 目をあげて、熱 田
神宮の徳 目をあげています。「飲酒の癖が直った」「夫婦仲が円満になった」など、すべて風聞
による他愛のない現世利益や因果応報のはなしの集成です。一般の武士たちは神道コスモロジー
や秘儀iに無関心な一方で、卑近な世事や欲求については、神道に大きな関心を寄せていたので
はないでしょうか。神道への関心を明確化するのであれば、このような文献も考察の対象にす
べきではないかとい うことです。
以上〈異教徒〉の偏見を交えた質問で、多くはまだご発表を正確に理解していないためのも
のでしょうが、的外れなものは無視 していただき、ご回答いただけるものだけお教えいただけ
ればありがたく存じます。
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